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平成２３年４月２３日

東京経済大学体育会ヨット部

部長手塚屋

ＯＢ会長吉田昭夫

監督渡這航平

主将住本楓

海上練習での安全対策について

平素は､大学体育会及びサークルの活動にご尽力賜り誠にありがとうございます。

さて､３月１１日に発生しました｢東北地方太平洋沖地震｣以降､ヨット部の海上における練習活動は自

粛してまいりましが､４月１８日からの新入生勧誘及び５月予定に予定される関東学生ﾖｯﾄ連盟主催の

レースに向けた練習実施の為、以下の内容の安全対策を徹底することで海上練習を開始させて頂きし

たいと考えます｡ご査収くださいますようお願い申し上げます。

【活動内容】

･新入生勧誘､体験入部による試乗会の実施(場所:江ノ島ヨットハーバー）

･４月２４日以降の週末合宿※関東学生ヨット連盟主催の春季関東学生ﾖｯﾄレースは中止となりました

が､代替団体レースが５月以降開催される予定です。

【安全対策につて】

当部の活動は､合宿及び海上練習を主体としますので､本震災を考慮し地震､津波警報発生時に対

する行動を想定し､以下の具体的事項を周知徹底実行の上､活動するようにします。

（合宿所所在地:鎌倉市腰越2-12-1Ｏ岩田腰越貸家）

（江ノ島ヨットハーバー所在地:藤沢市江ノ島l-l2-2TELO466-22-2128）

1)合宿所滞在時の避難対策について※鎌倉市の指定避難場所とします。

･津波警報等が発令された場合の避難場所=>小動神社("鎌倉市津波ハザードマップ"より）

･緊急時の広域避難場所=>県立鎌倉高等学校(七里ガ浜2-21-1）

2)江ノ島ョツトハーバー滞在時､海上練習時の避難対策について※藤沢市指定避難場所とします。

･ハーバー滞在中の緊急時､津波警報発令時の避難場所=〉江島神社又は江の島サムエル･コッキング

苑

･海上練習時の津波善報時対策

①海上帆走中のスキッパー､クルー及びﾚｽキュー乗艇の艇長､_艇員は常にﾖｯﾄとﾐＥｆさ言に

て掲げられる警報標識に注意し､津波警報発令後に鳴らされる防災サイレンと[赤色の吹流

し＋津波警報用の独自色吹流し｣に注意し､それを認識した場合は直ちに警笛にて他部員

に知らせる。



②津波警報が発令された時に､ヨットハーバー付近で帆走中の場合は最短時間でハーハー

に戻る手段をとる。帆走が早い場合は各艇にて帆走し桟橋に着艇しハーバーの指示に従

い､避難場所を目指す｡練習海面にて帆走中の場合は､ハーバーに着艇することが危険と

判断される為､水深の深い南､南西方向に帆走ごjtZl皇_風が弱い(微風)時はレスキューにて

曳航帆走､又は艇体放棄しレスキューにて沖を目指す。

③練習時には各艇､レスキュー乗艇者とも常時救命胴衣Ｑ着用聖乗艇数の浮き､警笛P信携帯ﾗジ
オ･携帯電話･トランシーバーを携帯する，

なお､江ノ島ヨットハーバーには､常時海上保安庁･神奈川県水上警察の職員が常駐しており、

それぞれの救助艇が配備されています｡また､ヨットハーバー･藤沢市消防の救助艇も配備され

ており、国内で最も救助体制の整ったヨットハーバーです。

【今後の練習日程】

４月･５月は週末合宿(金曜日又は土曜日の夜に合宿入りし週末海上練習の実施)となりますが､救助

艇には､必ず指導者かそれに類するＯＢが乗り､練習を指導します｡又､新入生勧誘の為の体験乗艇

(試乗会)を４月２４日、２９日、３０日、５月１日に予定していますが､本試乗会も同様の体制で実施す

る事とします｡又､参加する新入生にもヨットスポーツの危険‘性とクラブの安全対策実施事項を説明の上、

実施します。
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！Ｑ１．９大津波燕策善獅２１『避難経露
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ハーバー{:陸上>にいて津濃の情義が入った壕合の避難についてですが､まず,.次に挙げる‘溝藷から蕊るべき行議

が決まると患います、

秋震源地〈例､槍摸湾南弱沖○○kｍの海底）

曾堆雲の湊摸《識マグニチュード○）

書津波の大きさ:鏡､結○～○○､､〉

4詣摸湾沿岸の識達予震時霧〈識､○分～○○分〉

そして､上言壷ときにより､逃げる『誇祷的余裕』及び『言指す浸所jが決まります,つまり､津波の大きさがより大き

く､巽達予態蓑間がより少なければ、『より三<、より高い場所へ､｡｣ということになります．瀬の島の標喜が最も高い

浸所は言うまでも悪く、ｰ，ン」－票局．、蒜

･孝一一、‘．～，ｒ’＝，呈置‘淳斤・‘７~，‐

それでば、ﾊｰｰパｰｰをスタートして､迂島禅社あるい;まコッキング苑まで約何分かかるか？ですが､実!ま我々スタッ

フ全員が先彦シュミレーションを行った繕累、後程紹介する最短の裏道を使い､駆け足と早足を交え『5分～７分』とい

う耗果でした琴

NQ138大津波対策(その”『命錘ジャケット｣｜

日々 公開される津波の映像が目に焼き付き、まず､陸上にいた場合を想定して私なりに考えたことをアップします。

阪禅淡路大震災の際の死亡原因の大半が建物の崩壊等による圧死だったのに対し､今回の大震災により命を失っ

た方々の死亡原因は、大多数が溺死によるものだそうです｡ハーバーが大津波に襲われた場合、一瞬にして今まで

陸であった場素が海になり、ただ海になるのではなく､今まで陸上にあったものがゴチャ混ぜになり､それが津波に乗

って凄いスピードで護ってくるのです｡この凶器と化した雑物にあたって負傷したり､挟まれたりして､最終釣には濯れ

てしまうというケースがまず考えられます｡また､これら雑物からなんとか逃れたとしても､水を大重に飲んで溺れるケ

ースもあります．いずれにしても。『溝で命を救うもの』といえば､なんと言っても『ライジャケjです。江の島に議光に来

る方々 にはあまり馴染みのないものかもしれませんが､みなさんはほぼ全員がこの｢ライジャケ壁持っていると患い

ます、これを建上でも活用しない手はありません製津渡警報あるいは大津波警報が発令されたら、可諾な張り素早く

『ライジャケ』を着用すべきです‘津波に巻かれてもとりあえずは体を浮かせてくれます｡患が鞭えます、そして､伺力、

にぶつかっても胴俸をライジャケのクッションが多少なりとも守ってくれます_動けなくなって幼けが必要な壌合.は、大

声で叫ぶよりはるかに大き准音がでて、労力が少ない『笛jが葡いています〈メーカーにより付いてないものもあります

が、ＪＣＩの桟定品は必ず付いています）つまり、|ライフジャケット』は陸上でも｢命のジャケット｣としての機誌を果たす

のではないでしょうか｡"．『気休め』と言ってしまえばそ紅までですが､『無いよりは有った方が皇い』というのが正鱗だ

と思います'ただし、津波到達まで簿溝的余裕がない場合､艇の中にあるライジャケを苦労して探した!』、飴異口シカ

ー内にあるライジャケを蕊るために番号合わせのキーに手簡取ったりして、むやみに鋳蒜を費やすの嫁這に鈴取り

の結果になってしまいます○あくまでr目標は高台です』涛間との藤負で、「鱈時にライジャケを弱織り､高台蚕目まず」

これがペストで嫁ないでしょうか.。尋

鐸
･亀千名､ 鶴

亀4●■今ゆO
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亀

もう一本のルートは表参道からですが､これだと『１２分～１６分』でした．

さて､裏道のルートを紹介すると、まず女性センターと中央緑地〈聖天島>の道を突き当りまで進むと右角に『文左食

堂｣､ここを『左』に鎧がりら～7r,nほど行くと右に『登りロ』があります(写識冒,ここからは､両脇に民家が立ち並んだ細

い道になり､これ蚕進むと急な階設が見えてきます《写鷺)．これを上り､道なりに行くと江島神社境内の下へ辿り着く

ことができます《写③，

ｉｉ地図はフロントに用意してあります）

ただし、筆演が来る前には当然大地震が鋒り、こ⑳地震によりこの裏道の両脇の民家が倒壊したり、火災のため通

路が通れなくなる可能性もあります．この壌合は表参道ルートしかありません.それもだめなら近くの高台〈女性ゼン

ター紗ということになります.いずれにしても､色々 なケースを想定し『一』がだめなら『二』、『二』がだめな『三』｡｡と考

えておくことが大切だと患います。

池期大津波対策(そ鰯卵~海上･瀞>対応(タルーザー他動力雛鱒壌含)』

<そ伽).(そ鰯２)で陸上にいた鵜含を想定してみましたが、今謹ば『海上Iこいた場含-1で､クルーザーや動力船の壌

合を慧定してみました:，

まず､海上にいた場合は､地震を体で感じることはできません.情報を知るには､靭誰かに教えてもらう､鐘携帯電話

の緊急溌震速報(ラジオ等も含む>、二の異っしかありません:'特に携帯の繁憲地震速報は、地震が発生する直誌に、

げたたましい音が鳴っで必要な構報を知らせてくれる鋤･で非鴬に有効です‘これはマナーモー癖でも鳴るそうです.今

は携帯電話は海の必需品と言え基でしょう，ただし､大地震発生後獅遥話については､制隈がかかるため『侭跨濁経

っても､なかなか通じない』という爾畿性が高い鋤瀞実情でず、

さて､地震の構報が入り、さらに大津波の恐れがあった壕合.､その誇点で窒船が海上のどめ位置にいるか？がキ

ーポイントになり、沖腫位置すれ感さらに沖へ避難ということに怠り、岸に近けれ鞭ハーバーに戻って高台を目指す

か？』『沖を露指すか？』鋤選択誉違ら戦悉ことになります.そして、そのどちらがより安全か？蓬握られた鋳祷内で謡

議しなけ説ぱな￥まぜん。：砿量：涌惣岬予詞桝ﾙﾙ肋溌ふい別>三ついき)い篭含料|断”~、

二こからは､あくまで私鈍な意蕊になりま章が､津波の特徴ば、『岸に近づけ簿近づくぼどその牙は鋭くなり、陸に当

たって爆発する｡｡』と･言えるので、蕊か？沖か？を迷う位置であるなら､牙が鋭くなる諦め『沖』壷震指した方が資璃だ

と患います:漁で津波に封した方罫命の急嬢性はより少なくなるのでばないでしょうか？’・万が一途中で艇が転覆し

人が投げ出されてもライジャケさえ着けていれば浮いています：また､ケルーーザーがバースに係雪中に大津波が追

った壕合の判溌も難しいところです．大津波①前後には一跨潮が苧<《下がる>のが龍らかになっており、ハーーバー内

の水深は平均4ｍなので4ｍ以上潮が弓附ぱ浮いていたクルーザーは海潅に接触し横倒しになる司龍性があり、次

;ご来る大津波でボンツーンは鉄裳からぬ汁、講そら<船ごと議されてしまうでしょう山たがって、『雛を捨て高台へ蕊

難』か『船ごと沖へ避難』の選択になります

それでは､『どの程震沖へ逃げれ感安全なのか？jと言うと、これは水深や地形との雷係になります::、ハーバーをま

て南に向かい室灯台の線までが水深４～７軸、窪灯台から約4ＣＯ､,造iむと右に『鴨根』という嬉礁があり、この付近

が最も渡が立ち安い場羨です‘これを越せ;ま水深鍬１０ｍになり、そこから約１ｋｍ沖へ向かえば水深は２０ｍになり

ます．さらに沖へ1knr》で水深は約４０nr1、さらに1ｋnＭ富灯台か患約５krγ')で水深は７ｃｍに達します二

水深が侭、なら安全か？域謡言できませんが、波が崩れ始め､蕊がその渋に巻き込まれる状態になるのはかなり水

深が浅くなってからだと患います"震災発生後､神奈眺県では毒需家を交えた『津波浸水想定検討部会』〈仮称>髪立

ち上(デ、県独窒で福摸這で想定されてい愚窒の震源ぞデルを毒検証することになっていて、より異体豹な数値が今後

示されることに怠るそうでず：

２



No141大津波対策(その４)i~海上での対応(ディンギーの場合)』

(その３>のクルーザーの場合と基本的考え方は一緒だと患いますが､大きな違いは.動力が｢風｣でしかないこと､ま

た緊急地震速報を知るための『携帯電話』を持って出る人がどの程度いるか？そして､持っていてもセールや波の音

で闇き取れなかったり、パイプが感じなかったりするのが簡題です，できる限り防水携帯を自分の身槻)に着けて出

るのが理想でしょう．

次に『鼠｣の震題ですが､風があって推進力が得られる状態であれ球､クルーザーや動力船と鹿じように『位置』『時

閣的余裕j『蕊の能力｣の三要素から判断することになると思います｡そして『沖へ逃げる』を選んだ場合､津波が牙を

むく議､つまり、波が崩れる前にこれを乗り切れば戦かる可能性が非常に高くなると言えます｡私も大波の中､嫌とい

うほどレスキューを経議してきましたが､崩れてない大波くうねり〉なら、渡に画かって走るのと、後ろから大渡に追い

かけられるのでは、域るかに波に向かって走る方が安心感があります．ただ忘れ･鷺曹はいけないのが､筆波は一波だ

けではあり崇萱ん・二波三波と来ることが多いので､一波を乗り切ったからといって涜翫敏できません｡：

それでは、Ｉ屋Ｗ熟鳴き拙二が易含が妻も鐙しい､城で、ハーバーー:邸で葉っていて塵土では沖へも行(すずﾉ謡

;蝋｣でき噂い毒i憲切ハターンになります一ルし蹟罰墾泣で繊差や薦望股:rにて－１．!たら、その指導}蕊やサホート雇零紅
へ＝←凸や『一｡＝』｡、ーヨ一一一歩

．８９､凸▲』●6←=･０，"｡､少ノ'＝ｩ一角■‐2ーo●●ｏ－－ー一一W｡ＧｐＣ－一一

蒲油器i乱ディンキー0〕蕊数が少ないことを乗{羊に船ごと握蟻す墨のが理議てす‐た燈1--'潰れてないと豊航飼建琴二喝巻／－‐･ず一．

に入るまでに手間難って思わぬ時間を費やしてしまうもめ．だす、時簡がない壌合は人だけ拾って沖または陸へ逃げ

るしかありません錫もちろん、当方や海上保安署､そしてその他関係機雷も譲りある蒔祷内で､できる張り走夢露って、

数多くのディンギーに肩謡したり救助活動を行惹うつもりですが、これもディンギーの艇数(人数)と跨震的余裕⑳義

囲内ということになってしまうでしょう．また、『沖へ逃げる｣を選び､津波を乗￥切って一恵1-銭､さて帰港という際、ハー

バーや岸近くが雑物鰯流失で'惨;篭たる状態であれ(ま､掃港もできない状涜も考えられます.命は助かったものの沖

で畏時闇待機しな蒲誕ばなりません､例えは、こ=れぷ真重だったら'"と考量息とヘットボトル１燕が命を蕊ぐ鑑秦にな

り、必雲晶の一つにぎると患います氏頁た、Ｅ喰弄過ぎて1-示兵》うこ‘。幸運言;が正当燕rミニライト』も』。ということにな旦

彊きす貴堂切ヨット葺痩サークル釜艇瀧剤漂会や妻妾懇、各毒し一入主餐君善愚単喧でこ執らぬ対逗方>古を美し

念うめ毒大切なことだと患い末す．

以上、（そ鰯１）から(そ鋤４)まで、塞分⑱思いつくまま誉書いてしまいましたが、これらは福模湾沿岸に大津波が来

て､危機追った状況を童分なりに慧定して、とにかく入念最優先の譲点から書いたも鞠です篭決して大ザさに書いた￥、

雷かしたり、恐怖を与えるつもりぱあ甥まぜん．

大津波が侭誇来るかなど嫁当然分かりませんし、我々 の生きてい愚闇は来ないかもしれまti,ん｡≦しかi-へ鵠窒繁る

可能注もゼロではありません．海徳義々 に恵み誉与えてくれ､楽しさを与えてくれる反面、藷に牙をむくこともあります②

海での津波対策とL．て､私とは違う考えや≦より良い講策案を祷った人もいるかもしれません．ただ言えることは、今

回の津波の被災者の方々 のためにも､海に湊:わるみん意が､舗恵を出し合い『最悪のシナリオ』に対する『最良の対

処法』を考えておくのは､喉元の熱い今しかないと患います…

３


